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日に日に寒さが厳しくなってきましたね。こんな時期はやっぱり“鍋”が恋しくなりますね。鍋文化は世界各国

にあるそうですが、バリエーションの豊かさでは日本が一番なのだそうです。例えば「水炊き」や「寄せ鍋」とい

った定番はもちろん、最近は手軽でヘルシーな鍋も人気で「もつ鍋」「トマト鍋」「豆乳鍋」などもブームになって

います。そんな中、昨年話題となったのが『みかん鍋』です！これはお鍋に『丸ごと皮付きの焼きみかん』を入れ

たもので、見た目にもかなりインパクトがあります。この鍋はみかんと魚介が名産の山口県周防大島の郷土料理で、

魚の生臭さをみかんの香りでカバーした、海の幸たっぷりのお鍋です。実は、みかんの皮に含まれる「ヘスペリン」

という成分には、血管を強化する作用があり、健康面からも注目されているそうですよ。このように毎年、続々と

新しい鍋が登場していますが、来年はどんな鍋が話題になるのか楽しみですね！ところで、こういった“１つの鍋

をみんなでつつく”という形式が始まったのは、江戸末期～明治頃といわれています。七輪が普及した江戸時代、

調理用の火を手軽に持ち運びできるようになったことから、鍋で煮込みながら食べるというスタイルが登場したそ

うです。当時の鍋料理と言えば「湯やっこ（現在の湯豆腐）」や「どじょう鍋」、ほたて貝などの貝殻を鍋の代わ

りにする「貝焼き」などがあったそうです。そして、明治になると文明開化の象徴とされる「牛鍋」が流行しまし

た。日本では、古くから肉を食べることが禁止されていましたが、明治時代になると肉食が奨励されるようになり

ます。やはり“パワー ＝ 肉”だからでしょうか？さて、パワーと言えばお相撲さんの力の源はやっぱり「ちゃん

こ鍋」ですよね。この「ちゃんこ鍋」のだしは鶏ガラを使ったものが多いようですが、実はこれは縁起を担ぐため

なのだそうです。４本足で立つ豚や牛は、土俵で手がついてしまう“負け”を連想させるため食べないそうですが、

二本足で立つ「鶏」は土に手をつかないため、相撲では“勝ち”を連想させる縁起ものとして食べられるそうです。 

皆さんも今年の冬は、お気に入りの鍋で体を温め、寒さを乗り切って下さいね！それでは皆様、良いお年をお迎え

下さい。                          H & O H（健康と口福）代表 上田 倫生  

 

 

 

 


